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平成３０年度政策評価・施策評価の概要について 

 

１ 政策評価・施策評価の趣旨 

行政活動の評価に関する条例（平成１３年宮城県条例第７０号）第１３条の規定

に基づき，平成２９年度に実施した「宮城の将来ビジョン」及び「宮城県震災復興

計画」に係る政策・施策及び事業について，政策評価・施策評価を実施するもの。 

評価結果については，知事部局において各実施機関の評価結果を合わせて評価書

に取りまとめ，政策・財政会議での審議を経て，９月県議会において報告されるこ

ととなる。 

 

２ 政策評価・施策評価の方法について 

評価に当たっては，各担当課室において，「宮城の将来ビジョン・震災復興・地

方創生実施計画（平成２９年度版）」に掲載されている事業の評価を行い，事業評

価の結果や目標指標の達成状況等を踏まえて政策・施策の自己評価を行った。また，

政策評価・施策評価の客観性を確保するため，評価原案について，宮城県行政評価

委員会の意見を聴取し，その意見を最終的な評価結果に反映している。 

 

３ 政策評価・施策評価の結果について 

（１）宮城の将来ビジョン 

番
号 

政 策 名 最終評価 
番
号 

施 策 名 最終評価 

６ 
子どもを生み育てやす
い環境づくり 

－ 14 
家庭・地域・学校の協働に
よる子どもの健全な育成 

やや 
遅れている 

７ 
将来の宮城を担う子ど
もの教育環境づくり 

やや 
遅れている 

15 
着実な学力向上と希望す
る進路の実現 

やや 
遅れている 

16 
豊かな心と健やかな体の
育成 

やや 
遅れている 

17 
児童生徒や地域のニーズ
に応じた特色ある教育環
境づくり 

概ね順調 

８ 
生涯現役で安心して暮
らせる社会の構築 

－ 23 
生涯学習社会の確立とス
ポーツ・文化芸術の振興 

やや 
遅れている 

 

（２）宮城県震災復興計画 

番
号 

政 策 名 最終評価 
番
号 

施 策 名 最終評価 

６ 
安心して学べる教育環
境の確保 

概ね順調 

１ 
安全・安心な学校教育の確
保 

概ね順調 

２ 
家庭・地域の教育力の再構
築 

概ね順調 

３ 
生涯学習・文化・スポーツ
活動の充実 

概ね順調 
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４ 「宮城の将来ビジョン」及び「宮城県震災復興計画」の今後の推進に当たって 

本県教育施策の推進に当たっては，「第２期宮城県教育振興基本計画」に基づき，

「宮城の将来ビジョン」及び「宮城県震災復興計画」との一体性に配慮しながら，

学校・家庭・地域の連携・協働のもと，教育施策を展開していく。 

特に，政策評価・施策評価の結果を踏まえ，「確かな学力の育成」や「体力・運

動能力の向上」，「いじめ・不登校等への対応」などに重点的に取り組むとともに，

現状と課題を分析し，目標指標等の達成に向けて，より効果的な取組を一層推進す

る。また，今年度から始まる「宮城県震災復興計画」の発展期（H30～H32 年度）に

おいて，本県教育のさらなる発展に向けて，「志教育」の一層の推進に取り組むと

ともに，グローバル人材及び産業人材の育成などに取り組み，宮城の将来を担う人

材の育成を図っていく。 

 

【評価の判定区分及び判定基準等について】 

（１）政策評価の判定区分及び判定基準 
政策を構成する施策の必要性，有効性，効率性を考慮し，施策の成果等から見て，次のとお

り判断されるもの。 

 順 調：政策の成果が十分にあり,進捗状況が順調であると判断されるもの。 

 概 ね 順 調：政策の成果がある程度あり,進捗状況が概ね順調であると判断されるもの。 

 やや遅れている：政策の成果があまりなく,進捗状況がやや遅れていると判断されるもの。 

 遅 れ て い る：政策の成果がなく,進捗状況が遅れていると判断されるもの。 

 
（２）施策評価の判定区分及び判定基準 
施策を構成する事業の必要性，有効性，効率性を考慮し，目標指標等の達成状況，県民意識，

社会経済情勢，事業の実績及び成果等から見て，次のとおり判断されるもの。 

 順 調：施策の成果が十分にあり,進捗状況が順調であると判断されるもの。 

 概 ね 順 調：施策の成果がある程度あり,進捗状況が概ね順調であると判断されるもの。 

 やや遅れている：施策の成果があまりなく,進捗状況がやや遅れていると判断されるもの。 

 遅 れ て い る：施策の成果がなく,進捗状況が遅れていると判断されるもの。 

 
（３）目標指標等の達成度判定 

Ａ：目標値を達成している。 

Ｂ：目標値を達成しておらず，達成率が８０％以上１００％未満。 

Ｃ：目標値を達成しておらず，達成率が８０％未満。 

Ｎ：実績値が把握できない等の理由で，判定できない。 

 
（４）県の自己評価に対する行政評価委員会の判定区分 
①政策・施策の成果 

 適 切：県の自己評価について，評価の理由が十分であり，「政策・施策の成果」の評価は 

妥当であると判断されるもの。 

 概ね適切：県の自己評価について，評価の理由に一部不十分な点が見られるものの，「政策・施策
の成果」の評価は妥当であると判断されるもの。 

 要 検 討：県の自己評価について，評価の理由が不十分で，「政策・施策の成果」の評価の妥当 

性を認めることができず，県が最終評価を行うに当たり，評価内容を検討する必要 

があると判断されるもの。 

 
②政策・施策を推進する上での課題と対応方針 

 意見あり：県が自己評価で示した「政策・施策を推進する上での課題と対応方針」について， 

意見が付されたもの。 


